















































博 士 取 得 7（32％) 1（８％)
学 歴 か ら 見 る 博 士 在 籍 8（36％) 0
修 士 取 得 7（32％) 11（92％)
日本の大学 17（77％) 4（33％)出身（博士在籍を
含む）から見る 中国の大学 5（23％) 8（67％)
教 授 2（９％) 1（８％)
職 名 か ら 見 る 准 教 授 7（32％) 3（25％)
講 師 13（59％) 8（67％)
50 代 3（14％) 1（８％)
40 代 7（31％) 4（34％)
年 齢 か ら 見 る
30 代 12（56％) 6（50％)
30 以 下 0（０％) 1（８％)
合 計 22人 12人
表２ 外国語学院の日本人教員の構成一覧（2013年１月データ)
属性
年齢 定員 ボランティア 計
70 代 1 0 1
60 代 1 1 2
50 代 1 0 1
40 代 2 0 2
20 代 3 0 3
























日本語教育機関 学 習 者 所 属




一 般 教 養
(520名) 非専攻第二日本語（140名＊３クラス＝420名)
外 国 語 学 院
日 本 語 学 部 日 本 語 補 修 班（60名＋20名＝80名)
外国言語学及び応用言語学（10名＊３年＝30名)日本語専攻
（35名） ＭＴＩ（５名)院 生
（60名） 修士クラス（15名)一 般 教 養
（25名） 博士クラス（10名)
ソフトウェア学院
外 国 語 部




























発 音 必 修 1.5 1.5
総 合 必 修 6.5 9 6 6 4 4 4 39.5
必 修 2.5 4 4 4
聴 解 18.5
技 能 中 心 の 科 目 選 択 2 2
会 話 必 修 2.5 4 4 4 14.5
読 解 必 修 2 2 4
作 文 必 修 2 2 4
言 語 学 概 論 必 修 2 2
文 法 必 修 3 3
日 本 文 学 必 修 3 2 5
言語・文学に関する科目 翻 訳 必 修 2 2 4
通 訳 選 択 2 2 4
同 時 通 訳 選 択 2 2
日本語新聞読解 選 択 2 2
日 本 事 情 必 修 2 2
日 本 史 選 択 1.5 1.5
日 本 文 化 選 択 1.5 1.5
社会文化に関する科目
中国文化(日本語) 必 修 2 2
異文化コミュニケーション 選 択 1.5 1.5
社 会 言 語 学 選 択 1.5 1.5
ビジネス会話 選 択 1.5 1.5 1.5
ビジネス文書 選 択 1 1 1
ビジネス関係の科目
日本経済概論 選 択 1 1 1
日本語企業経営学 選 択 1.5 1.5
言 語 学 選 択 1 1
中日・日中翻訳 選 択 1 1
ゼ ミ ナ ー ル
日本社会・文化 選 択 1 1
日 本 文 学 選 択 1 1
通 訳 必 修 2 2
実 習
翻 訳 必 修 2 2
論文作成指導 選 択 1 1
卒 論
卒 業 論 文 必 修 9 9






























































































履 修 単 位
（全 体 に
占める％)
機 械 工 学 部 機械製造設計 1987年 ５年 ２ 60 Ｎ１ 79.5(37％)
本部キャンパス 材 料 工 学 部 金属材料学 2007年 ５年 １ 30 Ｎ１ 79.5(37％)
計 算 機 科 学 部 計算機科学 2008年 ５年 ２ 60 Ｎ１ 79.5(37％)
開発区キャンパス ソフトウェア学院 計算機科学 2002年 ４年 10 300 Ｎ２ 37.5(21％)

















































日 本 語 精 読 必 修 6.5 10 6 6 4 2.5 35
日 本 語 視 聴 必 修 3 5 5 4 4 4 25
技 能 中 心
日 本 語 会 話 必 修 3 5 3.5 3.5 4 4 23
日本語選読及び作文 必 修 4 4 8













































総 合 日 本 語 必 修 6.5 9 6 6 4 4 35.5
日 本 語 視 聴 必 修 2.5 4 4 4 14.5
技 能 中 心 日 本 語 口 語 必 修 2.5 4 4 4 14.5
上級日本語視聴及び会話 選 択 4 4 8
日本語選読及び作文 必 修 4 4 8
専門日本語 機械・材料・計算機日本語 必 修 2 2
ビジネス日本語会話 選 択 1.5 1.5
ビジネス関係 ビ ジ ネ ス マ ナ ー 選 択 1.5 1.5
ビジネス日本語文書 選 択 1 1
日 本 文 化 日 本 概 況 選 択 2 2












































総 合 日 本 語 必 修 4.5 6 6 6 22.5
技 能 中 心
日本語視聴及び会話 必 修 3 4 4 4 15
計 7.5 10 10 10 37.5
（2012年大連理工大学学部生カリキュラムによる）



































































基 礎 日 本 語 必 修 7 6 13
中 級 日 本 語 必 修 5 5 10
日本語視聴及び会話 必 修 4 4 8
計 7 8 9 9 31
（2010年大連理工大学学部生カリキュラムによる）





























日本語専攻 工 学 部
合 計
2009年度 1 4 5
2010年度 1 4 5
2011年度 2 1 3
2012年度 2 1 3































































































李 平･范 苓（2009）「 于企 所需日 人才能力的 研究」大 理工大学学 （社会科学版）第30 第２
期，89-93
日本国際交流基金（2011）『海外の日本語教育の現状 日本語教育機関調査・2009年 概要』凡人社
大 理工大学教 （2003）「大 理工大学本科培 」
大 理工大学教 （2008）「大 理工大学本科培 」
大 理工大学教 （2010）「大 理工大学本科培 」
大 理工大学教 （2012）「大 理工大学本科培 」
注
１）日本の文部科学省に当たる
14 由 志 慎
２）日本語学習のリソースが限られている海外における日本語教育の学習環境デザインの提案に「第二教室」活動の試
みを始め、敢えてカリキュラムにこれを受け加えたものである。課外活動と考えてよいが、単位履修が必要である。
学習者の提案で日本語朗読・日本語歌唱・ものまね・アフレコ・演劇・スピーチ・ディベート・日本語クイズ・文
学作品鑑賞・中日大学生交流・日本文化体験などの多様な活動が設けられた。
３)大連理工大学は単位制度、四年制の学部生は175単位、五年制の学部生は215単位が卒業する必須条件となっている。
１単位は16時間で換算する。
４)大連理工大学教育改革プロジェクト基金の支援で、外国語学院日本語学部は2006年から2012年まで学部を挙げて『新
総合日本語』という教材を作成した。『新総合日本語・基礎日語』１―４冊、『新総合日本語・聴解日語』１―４冊、
『新総合日本語・会話日語』１―４冊、『高級日語』１―４冊からなっている。2008年から５年間にわたり大連理工
大学出版社により出版されている。
15大連理工大学における日本語教育について
